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ここでの目玉は何 と言 って もコ ンピ
ュータであ るが、これについ ては以 前から論じらj1

、

研究され、現在 に至 っているが、いざ、 大学での授業 という立場ではあ まり責任のあ
る見

解は出てい なか ったよ うに見え る。 ここで改 めてF11圏 として、教師教育と しての大学数学

祠における コ ンピュ ータの授業の内容はど うあ るべ きか、そして、どのように授業を展開

をすべきか、 等が 緊急 な研究課題になるに違 いない。

もう一つは、 これ はは っきりとは目立だ ないが、高校数学Ａの中に入 って くる 「幾何」

への対応をど うす るか、 の問 題であ る。ﾑ引在の大学生 の幾何の知識は卿膳 で もふれた
が、

理学 部３年 次学 生と 言 って もあ まり知 っているとは言え ない。このよ うな学生にいか
にし

て幾何の能力を 侃 汪す るか、 がやは り繁急な研究課題となるであろ う
。

それに、 この関連事 項と して、 もう･一つ 付け加え たい課題がある。 それは、昨年 某理学

部数学科学 生と、岩 手大学 教育学部数f阿4 学生にたい して、1･ ユークリ
ッド平面が位相空

間の例であ ることを 説明せよ」とい う課題でテストした ら応答が 極めて悪 く、正解者はな

く、正解 に近 い ものが １， ２名という程度であ った。概 して学生は数学を抽象的なままに

理解して しまい、 その 具体的 応用やイメー ジが殆ど無いのでないか、と いう気がす る結果

であ った。 これは、 筆 者を 含めて、大学教官 の数学の授業の在り方に 一石を 投じた形にな
っ

た。 ここで、F.Klcin の ’Elemenla.ｒ ｈtｈｃｍａt i k 
ｖoill hOheren Slalldplmktｅ ａｕs “（1908 ）

を思い出す。1=990 年代の 幕開けにあたり、教師教育という立川か ら、今 再び、このよう

なKlcin 流儀の考え 方が 生きて くるの でないだろ うか。
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